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保できている結果となった。

3． 高ニッケル配合正極材 721NT

現在主流の正極材 NCMの発売当初の Ni比は 0.33 mol

（Ni/Metalモル比，Metal＝Ni，Co，Al，Mnなど）であっ
たが，現在，高容量化と高価な Coの低減を目的として，Ni

比＝0.50 mol，または，Ni比＝0.60 molが主流となっており，
更なる高 Ni化による高容量品の開発が精力的に行われてい
る。503LPの Ni比は 0.78 molであるが，当社では近年の高
容量化ニーズに対応するとともに NCMとの差別化を図るた
め，更に Ni配合比率の高い高容量 NCAを開発している。

503LPの高容量品として開発した 503EFは，Ni比＝
0.82 molで，196 mAh/gの放電容量を有する。お客様の認
定作業が終了し，主にパワーツール用途で 503LPから

503EFへの置換えが進んでいる。お客様から要望される容
量は用途によって異なるが，EV用途では 210 mAh/g以上
の放電容量を求められる場合が多い。

Ni配合比率を高めると，放電容量だけは向上するものの，
特に充放電効率およびサイクル特性が著しく低下しく
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4． おわりに

JFEミネラルは，高容量と高サイクル特性を特徴とする新
製品 721NTのハイグレードパワーツールでの早期認定を目
指し，サンプルワークを実施している。また，充電一回当た
りの走行距離を向上させるニーズが高い EV用途へも同製品

を展開中である。
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